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地域の ボ ランタリーな子育て活動が もつ
コ ミュニテ ィづ くりの可能性
一 「冒険遊 び場」活動に取 り組むあるグループを事例 として 一
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【要 旨】











で、社会や他者は個人の自由を限定 し、それに対立するものとして現 れることも少な くない。近年コミュ
ニティとい う言葉が一種の郷愁を持って語 られることも少な くない と思われるが、共同体が人間にとって
本質的に必 要な何 かを与えて くれるの と同時に、地域共同体 という意味での コミュニテ ィは」かつてはい
わゆる 「しがらみ」な どといったかたちで、個人の自由を抑圧す る側面 も持っていたことを忘れるべ きで
はない。
しか し問題は、共同体を全否定 してひたす ら個人の自由の拡大 を求めればよいという単純な ものではな
く、ここにおいて望 まれているのは、個 と対立 しない共同体、個 を個た らしめる共同体の在 り方であ り、
個に対 して我慢ではな く、満足 と充実 を与 えるコミュニテ ィである。 この、個と対立 しないコ ミュニテ ィ
というテーマを考察す るにあたって、個人が望んで共同的な行為 に身 を投 じる、いわゆる 「ボランタリ
ー ・アソシエーシ ョン」への注目は、重要な示唆を与えて くれる もの と思われる。
本稿で とりあげるのは、地域 において遊び場づ くりの活動 を行 っているA会 ①というグループである。
A会 は地域のK公 園において、一般 に 「冒険遊 び場」(または 「プレーパーク」〉②と呼ばれる自由な遊 び
場 の開催 を定期的に行 っているグループである。活動 を始めてか ら今年で10年めとなるこのグループは、
子 どもたちに豊かな遊 びの機会を提供するにとどまらず、活動を通 じて地域に人の輪 を広 げ、子育てのう
えで も支え となるようなコ ミュニテ ィをつ くり出 していっている。
筆者は、2001年度にK公 園があるM市 教育委員会に非常勤職員 として勤務 したことをきっかけとしてA
会と出会い、2002年4月より、調査研究のため同グループの活動への参与観察とメンバーへのインタビュ
ーを行 って きた。参与観察は、定期的に開催 される 「遊び場」③のみならず、毎月の定例会を初め とする、
関連する話 し合いや準備作業などにも可能 な限 り参加するよう努めた。調査 ではそれぞれのボランタリー
な参加 に基づ くA会 の活動が、何 によって支えられているかに焦点を当て、そのため 「冒険遊び場」 に関
する研究で しば しば中心 となる子 どもたちの遊 びではなくむしろ、その場 をつ くり出 している大人たちが
主 な調査対象 となった。本稿では、このグループの概要 と現在 に至る経緯 を紹介 し、その中で、活動 を支
える要素について若干の考察を加えていきたいと思 う。
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2.K公園で開催される 「遊び場」
K公園は、住宅街の中の、神社の裏手 に位置する公園である。かつて神社の鎮守の森の一部であったそ
の公園は、今 も、た くさんの樹木 と自然 の起伏が残 る緑豊かな公園である。公園は、全体が丘状になって
いて、周囲よりも一段高 くなっている。入 り口か ら直接 中の様子をみることができないため、公園自体が
ちょっとした隠れ家的な雰囲気 を持 っている。入 り口から樹 々に囲まれた坂道を少 し登 り、丘の頂上 に至
ると、そこには幅、奥行 き、共に20メー トルほどの平 らな広場があ り、砂場、東屋、ベ ンチ、 トイ レな ど
の設備がその周囲に控えめに置かれている。広場の奥は高低差数メー トルの自然の谷 になっていて、雑木
林だった頃の雰囲気 を今 も残 している。谷間の一部 には、広場から谷底 に降 りる階段 と一体化された遊具
が設置 されている。この遊具は、モンキーブ リッジや滑 り台などが組み合わされたもので、ほ とん どの部
分が木製であるため、周囲の樹々 と土の地面によく調和 している。谷底 に降 りるためにはこの遊具の階段
を使 う他 に、右手に迂回 して緩やかな坂道を下るか、あるいは左手のやや急な崖 を下るとい う方法 もある。
この公園の樹 は落葉樹が多 く、秋には無数の ドングリが落ち、地面は落 ち葉で埋め尽 くされる。谷 間には
特に多 くの落ち葉がたまり、この落 ち葉 と、樹々が もたらす陰のおかげで、谷間の地面は常時適度な湿 り
気を帯びている。
普段はどちらか といえば静かなK公 園も、毎月第2土 曜 日とその翌日の日曜日には、多 くの子 どもたち
と大人たちが集 うにぎやかな 「サ ロン」(社交 の場)と なる。その2日 間、K公 園は子 どもも大人 も自由
にあそぶ 「遊 び場」の会場 となり、人びとはそこに集 まっているのである。
この 「遊び場」を毎月開催 しているA会 というグループは、地域の子育て活動(子 ども文庫、子育てサ
ークル、絵本の読み聞かせなど)で知 り合った保護者たちを中心 として1994年に発足 したグループである。
現在A会 は、遊び盛 りの子 どもを持つ保護者の他に、その保護者たちよ りも少 し上の世代の地域の大人や
青年、大学生 なども含む40人程④のグループとなっている。
「遊び場」 の様子 を言葉で描 くのは難 しい。遊 びには決 まったかたちはない。広場では ドッヂボールが
行われることもあれば、三角ベースや大縄跳 びが行 われることもある。一輪車や自動車のお もちゃ、竹馬
などが走 り(歩 き)ま わるために使 われることもあれば、落 ち葉を集めたプールとジャンプ台がつ くられ
ることもある。砂場では山や トンネルがつ くられているか と思えば、その うちに水が流 し込 まれて川や湖
にな り、いつの間にか落 とし穴がつ くられている事 もある。谷間に至る急な斜面は、段ボールを敷いた り
してスリル満点の滑 り台になることもあれば、崖登 りを楽 しむ場所に もなる。上の広場から目につ きに く
い谷間の遊具 とその周辺 は、子 どもた ちが段ボールを使 った り、遊具の一部 を利用 した りして、「基地」
や隠れ家を作 るのに向いている。また 自然の雰囲気が強 く残 る谷間では、ただぶらぶらした り、様 々な種
類の追いかけっこをする姿 もよく見 られる。
比較的決 まったかたちをしているもの もある。例えば立ち木にロープを結びつけてその日につ くられる
手作 りのブランコや、広場の一画におかれた卓球台での遊び、 また木工台の周辺での工作 などである。 と
はいえ、卓球 も、競技で決め られた ような1対1や2対2の 打 ち合いばか りではない。「ハンデ」 として
なのか、フライパ ンや木の板 などの 「普通ではない」ラケ ッ トで打 ち合 ってみた り、時には、一輪車に乗
りなが らラリーをす る姿が見 られたこともある。木工 にして も、そ こで作 られるものには剣や弓矢、竹 と
んぼといった、比較的繰 り返 し作 られるものもあるが、ただ無心 にのこぎりや釘 を使い、何 と表現 したら
よいのか迷 うような造形物を作っていることも多い。むしろ、板 を切 った り釘を打 ち込 んだ りする作業は、
何かをつ くる とい う目的のための過程ではな く、それ自体が 目的であ り、遊びであるのかもしれない。い
ずれにして も、や りたいと思 う人がいる時にはやっている し、いない時には何 も行 われない。そ していつ
の間にか新 しい ことが始 まっている。 さらに、何 もしないでいる、あるいはただお しゃべ りをする、 とい
うのも、ここでは十分正当な過ご し方である。
「遊び場」では 「食」 も重要な要素である。広場の片隅に設置 された 「か まど」では、A会 メンバーで
ある母親 たちが中心 となって、昼食のための料理 を している。一抱え もある大 きな鍋 を使 った 「汁物」
(みそ汁、中華スープ、カ レーなど)と 、持ち寄った材料 を銘々が金網 にのせて焼 く 「焼 き物」が定番で
ある。汁物に入れる具材は参加者が持 ち寄った ものである。あとはおにぎりを持って くれば、公園で昼食
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をす ませ、朝 から夕方 まで一 日K公 園で遊ぶことがで きる。 しか し、「遊び場」 に来 る時問、帰 る時間は
自由であるので、気が向かなければ もちろん、そうしなくて も構わない。さらに、食べ物が傷みやすい夏
場以外は、竹の棒 にパン種 を巻 き付 け、自分で焼いてつ くるパン(「あそぼうパ ン」 と呼ばれる)も あり、
熾(お き)が 入った ドラム缶 を大人や子 どもが ぐる りと囲んで、パン種をあぶってい る姿 もしば しば見 ら
れる。
「遊 び場」に参加す る一日あた りの人数は、子 どもと大人あわせて100人か ら150人前後であることが多
い(5)。近隣か ら徒歩や自転車でやって くる小学生 くらいまでの子 どもとその保護者の割合が高 く、中学生
以上の子 どもの人数は比較的少ない。子どもが小 さい場合 にはもちろん保護者が一緒 について くる場合が
多いが、ある程度大 きな子 どもた ちは、一人で、あるいは友だちと連れ立 ってやって くることもある。 ま
た反対 に、常連の保護者や近隣に住む大人、青年や大学生が、大人だけでやって くることもある。かつて
常連の小学生だった子 どもが、中学生や高校生になって訪れることもある。
K公園において開催 されている 「遊び場」 は、一般に 「冒険遊び場」 と呼 ばれるものの一種である。そ
の内容か ら、参加者の中で多 くを占めるのが小学生以下の比較的小 さな子 どもであるのは当然であ るが、
K公園で開催 されている 「遊び場」は、他地域 において開催 されている同様 の取 り組みに比較 して大人の
人数が多いといわれる。これは、 この1年 あ まりの問にK公 園を訪れた、他 の 「冒険遊 び場」 をみて きた
学生や研究者の多 くが共通 して持った印象である。K公 園の 「遊 び場」 に来ている大人たちには、いわゆ
る 「運営側」 に相 当するA会 のメンバー、子 どもを連れてきた保護者、そ して 「遊び場」に集 う子 どもた
ちや大人たちに会 うために顔を出 した様 々な立場 の大人たち、がいる。ただ し、それぞれの間の区分はそ
れほどはっきりしているわけではない。「運営側」のA会 のメンバーも、一方ではその地域に住む母親や
父親、あるいはその他の地域住民であ り、同 じように近所から訪 れる他の大人や子 どもと一緒にお しゃべ
りを した り、 くつろいだ りすることに彼 らが使 う時間 も少な くない。また、A会 のメ ンバーではない大人
も、で きる範囲で準備や片づ けを手伝 った りする様子 は自然に見 られる。
3.A会の組織的特徴
「遊び場」 において、大人たちの区分が見た 目にあま りはっきりしないのは、部分的 には意図的なとこ
ろ もある。会 をあまり組織立 たせ ないように している、 というのはA会 の特徴の一つであ り、これは、枠
組みの しっか りした組織であることよりも、一人一人の個人の(気 持 ちに基づいた)集 まりであ ることを
大切に している、 とい ういい方をすることも出来 る。ここではその特徴 を 「緩やかな構造」 と表現するこ
とにする。
この 「緩やかな構造」のひとつの表れ として、A会 では、対外的な窓 口となる 「連絡先」(6>と、予算を
預 かり出費を記録する 「会計」などの必要最小限 と思われる以上の役職や係 をで きるだけ設けないように
しているの。 また当番制 もとられず、毎月の 「遊び場」の開催の時は、開催 日の少 し前 に、当 日の都合に
ついてお互いに確認 し、最低限必 要な人数が集まるかその都度確かめるようにしている。 また 「遊 び場」
開催の当 日も、料理をする係、子 どもの工作 をみ る係、子 どもと一緒 に ドッヂボールをする係、 というも
のが決まっているわけではない。それぞれが状況 を見て、自分ので きるごと、 したいことをするようにし
ているQ
それぞれのメ ンバーの責任 と役割を明確 に しない、この 「緩やかな構造」は、一見すると非常に不安定
で脆いものであ り、現在 まで9年 以上 にわたって定期的な活動を続けて来られたのは、不思議 なことの よ
うにも思える。A会 において この 「緩やかな構造」 での運営は、 メンバーが 自発的な意志で会の活動に関
わ り、お互いに他のメンバーの状態に配慮 して、会の活動 についての全体的な視野の下で各 自の行動 を調
整 しようとすることによって支えられている。もともとA会 においてこうした 「緩 やかな構造」をとるよ
うになった理由の一つは、メンバーそれぞれの都合や主体的な意志(気 持 ち)を 尊重するためである。 し
か し一方、役割 を固定 しない とい うことは、メンバーの個性や主体性 を活か し、それにより、お互いの助
け合いの感覚 と活動 のお もしろさを生み出す素地 となる可能性 もある といえる。
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また、こうした緩やかな体制は、会の メンバーとそれ以外 との敷居 を低 くする効果 も果た している。実
際、発足以後A会 に関わるようになったメンバーに、関わるようになった経緯と理由を尋ねたインタビュ
ーの中で も、「この くらいなら私 にもで きるかな」 とい うかた ちで入ってきた、上 いう答が 聞かれた。A
会に入ったからといって直ちに何かの係があるとい うわけではな く、い きな り難 しい仕事 を任されるわけ
ではない。最初は自分でで きると思われ るところを手伝い、そのうちに、よ り多 くのことを引 き受けるよ
うにもなってい く。
また、この 「緩やかな体制」に関連 したA会 の特徴 として、「頻繁で深い話 し合い」 とい うものをあげ
ることがで きる。A会 では、いわゆる役員や幹部 という体制は置いていないため、基本的に会のメンバー
皆での話 し合いと合意 によって物事を決めてい く。 しか し当然なが ら、簡単 に結論 が出る問題 ばか りでは
ない。典型的 なのは、「遊び場」における安全管理の問題である。「遊び場」における大 きな怪我や事故は、
場合によってはその子の将来 を左右 して しまう可能性 さえあ り、当然、できるだけ避けなければならない
ことである。 しか し同時に、「危な さ」はスリル と表裏であ り、遊びの重要な要素の一つを形作 る。そ し
て、「危な さ」をな くすために次々 と禁止事項 をつ くっていったのでは、そ もそ も 「冒険遊 び場」 を行 う
基本的な理念が台無 しになって しまう。「遊 び場」 における安全管理の具体的な対策 としては、目に見 え
ない危険をで きるだけ取 り除 き、本当に危 ないと思った時には声 をかけ られるようにする、などがとられ
ることになるのであるが、この規準 は人によって異 なるため、なか なか結論 を出す ことがで きない。
しか し、この 「結論が出せない」 とい うことは、A会 の中ではそれほ ど問題視 されてはいない ようであ
る。とい うの も、話 し合いの目的は、一律のルールを作 ることではな く、 メンバーそれぞれのもっている
価値観(こ の場合は 「危なさ」 について)を 交流 し、問題に対する感性 を磨 くこと(こ の場合、緊張感 を
持って遊 びを見守っていることがで き、本当に危ない時には声 をかけることが出来ること)に あるかのよ
うに思われるからである。 もちろん、大 きな怪我がお こった時などは、再発 を防 ぐために徹底的に話 し合
われる。 しか し、「遊び場」 の良 さを失わないため、「ルールによる制御」ではなく 「人による(臨 機応変
な〉制御」 に落ち着 くことが多い。そして 「人による制御」 をするためには、あ らゆる可能性 と考 え方に
っいて、話 し合い、考えてお く必要があるのであるd
同時に、そのような話 し合いを重ねてい くことは、「こういう時 この人はこんな風 にい うのではないか」
というような、メンバー相互のより深い理解 につながってい く。 メンバーへのインタビューでも、この深
い理解 とそれに基づ く信頼感は、なかなか他 の所で は得難いものであった とい う声が複数聞かれた。
さらに、よ く話 しあうのは、必ず しも.会議の時ばか りではない。メンバーたちの多 くは、近所の主婦 同
士 として、買い物の途中、学校の参観や幼稚 園のお迎え、S公 民館 などで行 われている、地域の社会教育
活動 の場 、な どで しばしば顔をあわせる機会を持っている。そうした機会の 日常的な会話の中でA会 につ
いての話がされることもあ り、そのように繰 り返 し話す機会があるとい うことが、お互いの理解をより深
め、情緒的な面 も含 めて、信頼関係 を築いてい くはた らきを持っているもの と思われる。
4.A会設立への経緯
このA会 設立の経緯 を、 当時か らのメ ンバ ーへのイ ンタビューか ら簡単 に振 り返 ってみ る。A会 は、
1994年、地域の子育て活動で知 り合いになっていた6人 の母親 と2人 の父親(2組 の夫婦 と4人 の母親)
合計8人 〔8)で発足 した。A会 が活動 している地域では、以前か ら子 ども文庫活動 や子育てサ幽クルなど、
子育 てに関わる地域活動が盛 んに行 われていた。これに関 しては、K公 園から歩いて10分ほどの場所にあ
るS公 民館の存在 も大 きかったようである。S公 民館はM市 の社会教育施設であ り、市立の幼稚園 ・保育
所 と隣接する とい う立地 も手伝ってか、A会 が活動 を始めるよ りも以前 より、成人教育 ばか りでな く、子
育てに関わる地域活動の拠点 として活用 されていた とい う。
地域の子育て関連の活動で知 り合 いになっていた彼女 らがこうした活動 を始める直接の きっかけとなっ
たのは、1993年度の秋にM市 の教育委員会主催で行 われた 「子 どもと遊 び」 をテーマ とした連続講座での
中での、「羽根木 プレーパーク」の話であった とい う。その回では、 「羽根木 プレーパーク」か ら講師が招
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かれ、「冒険遊 び場」 と呼 ばれる遊び場 について、そ して 「羽根木 プレーパーク」で自由にあそぶ子 ども
たちの姿が紹介 された。
「羽根木 プレーパーク」は、日本で初の常設の 「冒険遊び場」であり、 日本の他の多 くの 「冒険遊 び場」
にとって、モデル的な位置にある と思われるものである。「羽根木 プレーパーク」の創設に も関わった大
村璋子は、「冒険遊 び場」 について以下の ように説明する。
●
(「冒険遊び場」 とは)し つちえられた遊び場ではなく、子 ども自身が自分で創造 してい く遊び場で
ある。現在の都市社会のなかでは しにくいいろんなこ と 例 えば、廃材で小屋づ くり、動物 の飼育、植
物の栽培、たき火や料理、穴掘 りや木登 りなどができる。 プレーリーダー(9)とお しゃべ りした り、何 も
しないでポー ッとしていることもで きる。 自分め したいことを、自分のや り方で、マイペースでで きる
遊び場である。(大村2000、2頁)
理念 としての 「冒険遊び場」の背景 には、子 どもが感性 や想像力、様々な社会性を養 うためには 「遊び」
が不可欠であるが、そのための環境が貧 しくなっているとい う社会状況がある。自然環境の喪失は言 うに
及 ばず、かつて重要な子 どもの遊び場であった路地は自動車の行 き交 う道路 にな り、公園に立てられた看
板 には数々の禁止事項が並ぶ。「冒険遊び場」はこうした社会状況のなか、子 どもの 自由な遊 びを保障 し
てい くため につ くられているものである。その理念は、「羽根木 プレーパーク」では 「自分の責任で自由
に遊ぶ」 とい う言葉で端的に表現 されている。
A会 のメンバーたちが住む地域は、 まだ比較的緑が多 く残 る地域であるといわれるが、それで も、子 ど
もを遊 ばせにくい環境 を感 じることは しば しばあったという。 自分の子 どもをもっと自由に遊ばせたいと
感 じていた母親た ちにとって、講座で語 られた 「冒険遊 び場」の姿は、非常 に魅力的に感 じられた ようで
あ る。講座の後、参加 した母親の中には、それぞれ小 さな子 どもを連 れて実際 に 「羽根木 プレーパーク」
を見に行った者 もいた とい うことであ る。後 にA会 を立ち上げたメ ンバーたちは、講座が終わった後 も、
S公民館 などで 日常的に顔をあわせる機会を持 っていた。そ してそ うした場面での 日常的 な会話のなかで、
講座 に参加することで広がった遊 びについての思いをお互いに交流 していった。それは直ちに行動 として
表面化することはなかった ものの、 自分たちの地域に もこんな遊 び場(「冒険遊び場」)が欲 しい、 とい う
気持 ちは、講座に参加 した母親たちの問で育 まれていったということである。
年が明けて1994年3月、A会 が活動 している地域にあるS公 民館では、S公 民館に関わる地域の子育て
活動のサークルやグループらによる恒例のイベ ント(本 稿中 においては 「こどもまつ り」 と呼ぶ ことにす
る)が 開催 された。A会 を立 ち上 げたメンバ ーたち(母 親たち)も 、S公 民館などで行われていた子育て
活動 に参加 していた関係か ら 「こどもまつ り」の運営 に関わり、その年度の 「こどもまつ り」終了後、同
席 していた当時の行政(教 育委員会)関 係者 とメンバーたちの間で、遊び場づ くりについての話題がふた
たび出 された。「やった らよろ しいやん」「書類の書 き方なんかは僕が教えるか ら」 と、行政関係者の後押
しもあ り、遊び場づ くりに向けて本格的な活動が開始 されることになった。 ●
活動場所 として、近所のい くつかの候補地のなかから、K公 園が選ばれた。K公 園は周囲からの見通 し
が悪 く、当時 は利用者 も少な く.、少 し怖い雰囲気 もあるような、小学生が一人で行 ってはいけないとされ
ている公園であった。ただそれ以上に、 自然の丘陵を残 した起伏に富んだ地勢やそこに生 える樹々、主張
しす ぎない遊具や設備の配置など、遊び場 としての可能性 を感 じさせる公園であ り、その魅力が決め手 と
なったという。
公園という公共の場所を(私的な目的のためではない とはいえ)民間の一団体が使 用するのであるから、
市か ら特別に占有許可 を受 ける必要がある。また、「冒険遊び場」のような活動のために公園を使用す る
ことは少々異例 なことではあった。 しか し、公園の管理を担当する課(公 園課㈹)が 前 向きに対応 して く.
れたこともあ り、「こどもまつ り」終了か らまだそれほ ど間がない5月 に、第1回 の 「遊 び場」 を開催す
ることが可能 となった。最初に公園課に相談に行 く際には、前述の教育委員会の関係者が橋渡 しの役を果
た したという。その背景には、それまでのS公 民館 などでの子育て活動を通 じてA会 メ ンバーの人たちと
その教育委員会関係者 との問に築いていた信頼関係があった と思われる。公 園課 との間で協働的に話 し合
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いを進めてい くことがで きたのは、この橋渡 しに加 え、公園課の当時の課長をは じめ とする職員の人々の
意識、役所の人たちを困らせてはいけないという気持 ちに基づいてA会が工夫 して行動 した こと、などの
要因があった。
ともあれ、市役所からの許可も得 て、K公 園周辺 の世帯 に挨拶を し、近 くの小学校の校門前で子 どもた
ちに案内のチ ラシをくばり、遊 び道具 となる段ボールな どを大量に集め、当 日を迎 えた。A会 のメンバー
たちは、初めての試みで もあり不安 もあった ようであるが、結果は2日 間で延べ200人以上の子 どもたち
が遊びに来るという盛況ぶ りであったという。以降、基本的には月に1度 、2日 間ずつの開催を続けて現
在 に至 っている。
5.タ ーニングポ イン ト:倉 庫の設置 ㈹
K公 園には一つだけ、A会 の活動 のための設備がおかれている。広場 の片隅におかれてい る 「森」 と
「木」 をテーマ としたペイン トが施 された倉庫 がそれであ り、A会 が活動 を開始 してか ら3年 後の1997年
5月に設置 された ものである。「冒険遊び場」にとって、遊び道具を しまっておける倉庫は非常に重要な
設備である。それがあるのとないのとでは、開催の準備 と片付けに必要とされる労力に大 きな差が出て く
るし、開催 していない期 間に遊び道具を しまってお く収納場所 も問題 となる。A会 の場合、開催 していな
い期間の収納場所については、近 くに住 む方がアパー トの一室 を無償で提供 して くれるとい う幸運に恵ま
れた ものの、K公 園にA会 の倉庫が設置 されるまでは、「遊び場」 開催のために毎回、リヤカーや軽 トラ
ックを使 って、何人 もが手分けをしながら、収納場所から公園まで何回も往復 して準備を していたという。
そ してもちろん、片付けにもそれだけの手間を要す る。準備 と片付けに手間がかかるということは、単 に
A会 のメンバーにとって負担になるとい うだけでな く、例えば天候が少 しで も怪 しくなった時にはす ぐに
片付けを開始 しな くてはならず、回復 しても再会することが難 しい、であるとか、 まだ明るい早い時間に
活動を切 り上げて片付けに入 らな くてはならない、などといった状況をもたらし、倉庫の設置は、子 ども
たちに少 しで もた くさん遊んで もらいたい とい う気持 ちからも望 まれるものであった。
とはいえ、K公 園はA会 の 「遊 び場」だけのための場所ではな く、地域住民皆のための公園である。その
場所に建造物を設置 して しまうとい うのは、やはり大 きな問題であった。A会 では、公園課や教育委員会な
どと相談 を重ね、設置 ・管理の方法についてより問題の少ない方法を検討 していった。そ して、「『倉庫の設
置が、公園管理上の問題を発生 させないよう法令等の規定に従い、必要なすべての手続 きをきちんと行 う。』
『設置の際の費用は、全額、A会 で負担する。』 『建てた後の管理は、すべてA会 で対応する。』」働 などの内
容 を具体的にまとめて、市役所 と何度か相談 した結果、1996年の秋に、市からの許可 を得 ることがで きた。
この許可は、メンバーにとって思いがけず早 くお りた決定であったそうである。
市 との話 し合いがついた後で も、、A会のメンバーたちは、倉庫設置のためにしなくてはいけないことが
.ま だ残 っていると感 じていた。 というの も、それまで都市公 園法について勉強 した り、市役所の人々と相
談 した り、メ ンバーの問で話 し合 った りする中で、「公園はみんなのもの」であ り、自分たちが知 らない
ところで様々な人が様々なかたちでK公 園を利用 している、そ して 自分たちの している活動が例え 「良い
こと」である としても、それに甘えてK公 園を利用する他の人びとの様々な思いをないが しろにしてはい
けない、 ということが、十分認識 されていたか らである と思われ る。そのため、「誰が言い出 したか らと
い うわけで もなく」、K公 園への倉庫設置 について、周辺住民の人 々に説明を し、理解 を求める必要があ
る、とい うことにな り、倉庫設置のお知 らせ とそれについての意見の聴取を兼ねたアンケー トを実施する
ことになった とい う。
アンケー トは、A会 のメンバーが手分けを してK公 園の周辺の約130世帯に対 して、その全てを一軒一
軒直接訪 れるかたちで行 われた。冬の寒い時期のことで もあ り、また、それ まで必ず しも交流がなかった
人々から、自分たちの行 っている活動について直接意見 を聞 くのは、やは り強い不安 と緊張を強いるもの
であったとい う。 しか しその中で、K公 園がで きた際の経緯についてや、周辺 に住むそれぞれの人 にとっ
てのK公 園の意味 についての話 を聞 くことがで き、「公園は地域住民みんなの もの」 であ るということ、
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自分たちとは違 った角度から地域社会のことを考 えている人々がた くさんいるということ、を改めて実感
し、そうした地域社会の中での自分たちの活動の意味を改めて考 える きっかけにもなったという。
その年の4月 、アンケー トの結果 とそれに対す るA会 の考 え方、設置する倉庫の概要や維持管理方法の
詳細などは文書にまとめ られ、A会 の活動 を知って もらうための、活動のきっかけ、思い、活動内容など
をまとめた文書 と併せ、アンケー トを配 った世帯へ と返 された。その際、反対の声 を寄せていた人々には、
メンバーが直接訪れ説明をするようにしたということである。結果必ず しも周辺の全ての人々が全面的 に
賛成 して くれたというわけではないであろうが、A会 は 「一地域住民 として」、「地域に住む人(個 人)と
人(個 人)」の関係 として自分 たちの思いを伝 え、それについてやは り 「地域 に住 む人(個 人)と 人(個
人)」の関係.として意見を聞 くとい う姿勢 を貫 くことはできたのではないかと思われる。そ してそれはお
そ らく、地域の人々のA会 に対する信頼感に対 して、少 な くとも長期的にはプラスにはたらき、その活動
が地域社会に受け入れ られ、根付 いていくためには重要なことであったのではないかと思われる。
そ して翌月、ついに倉庫が設置 される。土曜 日に運び込 まれた部品をA会 のメ ンバーが朝か ら夕方前 ま
でかけて組み立て、翌 日の日曜日にペイン トを施 した。このペ イントも、公園という公共の場所 に新たに
,ものを置いてしまうことに対する配慮のひ とつであった。前述のアンケー トの中で、「公園の景観を損な
うのではないか」 とい う声があ り、それに対 して、少 しで も周 りの風景 に溶け込 む ようにと、「森」 と
「木」 をテーマ としたペイ ントをすることにしたのである。
土曜 日に組み立てられた倉庫は、倉庫 としては決 して大 きな部類ではない。 しか し、緑あふれる公園の
中にあっては、いかにも倉庫然 とした真新 しいべ一ジュの壁面は周 りから浮 き上が り、設置場所 に合わせ
て実際に寸法 を確認 していた ものの、メンバ ーの多 くにとって、で きあがった倉庫は思 ったよりも大きく
見えたそうである。
日曜 日のペ イン トには、できるだけ多 くの人々に参加 して もらい、より楽 しい ものをつ くりあげたい と
いう思いか ら、近隣の子 どもたちにも声がかけ られた。 また、このペイン トには、S公 民館でA会 のメン
バ ーと顔な じみになっていた若者たちにも参加 して もらったそ うである。彼 らは、S公 民館のロビーによ
くやってきて、友だちと話 し込んだ り、時間 をつぶ した りしていた若者たちで、A会 のメンバーが彼 らに
声 をかけて参加す ることになったのであるが、当 日は前 もって準備 した下書 きをもって現れ、見事 に一面
を仕上げて くれたそ うである。ペ イントされた倉庫 は、それ まで よりもず っと周囲の景色に溶け込み、違
和感は少な くなった。ペイン トをしてよかったという声 は、 日常的にK公 園を訪れていた地域住民の人か
らも聞かれた ようである。
倉庫ができたことによって、活動時間に余裕 を持 つことができ、その年の夏か ら毎週金曜 日午後 にも遊
び場の開催 を始めることになったG3}。それに より、これまで土 日にはなかなか出て くることがで きなかっ・
た人たちの参加があ り、またそれが土 日の 「遊び場」へ の参加の きっかけとなることもあったという。 さ
らに、す ぐ手近 に収納場所があることによっで、子 どもたちが 自分で好 きな遊び道具を運び出す(そ して
しまう)と いった変化 も見 られるようになったということである。 さらに、メンバ ーたちには予想 されて
いなかったことであるが、「遊 び場」 を開催 してい ない時 にも公園にある倉庫が、K公 園を散歩 に訪れた
人々へA会 の活動をさりげな くPRす る、とい う効果 もあったようである。
6.コ ミュニテ ィづくりへ の志向
㌧.
この一連の、倉庫の設置をめ ぐる経験は、A会 の歴史 にとって非常に重要な意味 を持 っていたのではな
いかと思 われる。この経験はまず、A会 にとって二つの点について再確認の機会となった といえる。その
第一は、地域 に住む人々の生の声 と顔とを感 じることにより、一地域住民 としての 自分たちの活動の位置
を再確認することになった とい うことである。A会 のメンバーたちの問では設立当初か ら、要求団体 には
な らないでお こう、 という約束があったそうである。その意味す るところは、力の関係で物事 を進めず、
それぞれの人と人とで きちんと向 き合って思いを伝 え、で きるだけお互いに納得で きるかたちでよりよい
解決法を見いだ してい きたい、 とい うものであろう。こうした約束 を持つA会 にとっては、市役所 から許
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可が出たといって もそれを免罪符 として直ちに倉庫の設置へ と進 まず、周辺の住民 の人々と直接向 き合お
うとしたのは、ある意味 自然な流れだったのか も知れない。そ して、それは必ず しも楽 しい経験であった
とは言えないものであるか もしれないが、それによって、同 じ地域 に住む他者の存在 をより具体的に感 じ
ることとなった。その経験 は、会が独 りよが りな善意へ と進んでいって しまうことに対す る抑止力にもな
ってい くものであると思われ る。第二は、信頼 関係 の重要性についての再確認である。倉庫の設置 に関 し
ては、結果 として、表だってそれほ ど大 きな反対の声 はあが らなかった。 しか し、A会 のメンバーたちは
後か ら聞いた話なのであるが、やは り苦々 しく思った住民 も、中にはいたそ うである。その時 は、普段の
「遊 び場」の活動 をみていた他の住民が、「そんなに無茶をする人たちではないか ら、 もう少 し様子 を見 て
みては」 と抑えて くれたそうである。 この住民 たちは、普段A会 のメンバーが接するの とは少 し違 う年齢
層の人々であったため、メンバーたちは少 し時間がたってか らこの話 を聞いたのであるが、普段から信頼
されるようにきちん と活動 している ことによって、陰で応援 してくれる人を得 ることができ、また、その
都度 きちんと向き合 うことで、長い目で見れば、 よりしっか りした信頼感につながると感 じることになっ
たということである。
しか し一方で、倉庫ひ とつ とはいえ常設の ものを置いてしまうとい うのは、A会 の人々に対 し、ある種
の決意を迫るようなプレッシャーを与えるもので もあった。あるメンバ ーによればそれは、「こんなもの
置いて しまって、 もう、後戻 りで きへん」 という感覚であったとい う。ここにおいてA会 は、その進み方
についてひ とつの岐路 に立 たされていた と言 うことがで きるか も知れない。す なわち、「次はい よい よ
(「羽根木プレーパーク」の ような)常 設(の 「冒険遊 び場」の開設)に 向かうのか」、という点である。
先述 したように、東京都世田谷区の 「羽根木 プレーパーク」 は、日本で最初の常設の 「冒険遊び場」で
あり、世田谷区か らの事業委託 を受 けた 「世田谷ボランティア協会」が運営す る 「羽根木プ レーパークの
会」 によって運営 されているd4)。行政 との協働 によって専用の活動場所 と専任のプ レー リー ダーとを置 く
「羽根木プ レーパ らク」は、 日本の多 くの 「冒険遊 び場」 にとって、モデルケース的な位置づけを持って
いる といえる。確かに、常設によって 「冒険遊 び場」が子 どもたちにとって 日常的なものになれば、子 ど
もの遊びはより充実 した ものになると思 われる。A会 のメ ンバーの中にも、実際に 「羽根木プレーパーク」
を訪れ、その様子を知っているものもいる。 しか しA会 は、常設化 をめ ざすことは しなかった。
A会 では、 自分 たちの実感や気持 ちを大事 に している。 自分 たちが活動 を しているのは、自分たちの
「や りたい」 とい う気持 ちに基づいてや ってい るのであって、 自分たちの気持 ち以上の負担 を引 き受けて
しまえばそれが重荷 となり、'「やりたい」 とい う気持 ちと活動 との主従が逆転 して しまう。その結果、活
動が楽 しく長続 きするものでな くなって しまい、本質が失われて しまうとい う意識が、文化 として共有 さ
れている。そ して話 し合いの場面で も、この基準に基づいて方針が話 し合われる。これは必ず しもA会 独
自の ものであるとい うわけではな く、例 えばそれ以前か ら地域で行 われていた子 ども文庫活動働などか ら
受け継がれた文化で もある。
A会 では、 もう一度 自分たちのや りたいことは何か、そしてそのためには何処 まで.を負担 と感 じずに行
うことがで きるか、を考 え、現在までの所、.月1回2日 間の開催(と 毎週金曜 日の開催)以 上の活動の拡
大をお こなっていない。 しか し、おそ らくその選択 は、地域に住まう他 の人ダの顔 を見 て、その人たちと
人間対人間としての信頼 関係を築 くことの重要 さを感 じたA会 の、ただ 「遊び」だけではな く、「遊び場」
を通 じてコミュニティづ くりに関わってい く、というより積極的な意味 もあったのではないかと思われる。
この、コ ミュニティづ くりへの志向は、必ず しも倉庫設置のみをきっかけとして始 まったものではないが、
この一連の経験はその方向性 に大きな影響 を与え左のではないかと思われる。
7.お わ りに
A会 の開催す る 「遊び場」には、そ こに参加する多 くの子 どもたちと大人たちにとって、 リラックス し
た心地 よい空気が流れている。それは、その場の物理的な環境 とそ こで行われている自由な活動(遊 び)
に加 え、そこに集 う入 と人の関係 によってもたらされている ものである。メ ンバーへのインタビューの中
地 域 の ボ ラ ン タ リー な子 育 て活 動 が もつ コ ミュニ テ ィづ く りの 可 能性
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で も、A会 の 「居場所」としての心地 よさを言及 し、今後 もA会 に関わってい きたいという声が しば しば
聞かれたが、それはメンバーが他 のメンバーた ちとの問に育んだ深い信頼 関係によってもたちされている
ものであると言 える。 これは多分 に情緒的な側面 を含 んだ ものであ り、A会 のメンバ ー内部に関 していえ
ば、その信頼関係 は、共 に活動を作 り上げる経験 と合 わせ て、「遊 び場」の リラックス した場で火 を囲み、
食事 を共にすることによってももたらされたものである。 さらにこの信頼 関係 は、人 と人 との自然な気持
ちに基づいた対面的な信頼関係 と呼ぶべ きものであ り、 これを大切に している とい うことは、A会 の活動
全般の中の随所で見受 けられる もので もある。この事例 において、その活動のテーマが遊びであることや、
その活動 において子 どもたちが中に置かれているとい うことは、その会の活動の成立 に対する重要な要素
ではある。 しか し同時に、この事例の中にみ られる個人の自発的 な気持ちと他者への信頼関係 に基づ く集





(2)「冒険遊 び場」 と 「プ レーパーク」 とは、発祥の地 ヨーロッパにおいては、本来別々の歴史をもつ言
葉である。大村によれば、「"プレーパーク"は 大 きな公園の一画をより積極的 に子 どもの遊 びに活用
しようとして生 まれた遊び場」(大村2000、3頁)であ り、「"冒険遊 び場"は 、公 園以外 の土地、校
庭や個人庭園のなか、公共施設や個人住宅の建設予定地などに設 けられた自由な遊び場」(同所)で
ある。ただ し日本 においてはこの2つ の言葉は一体化 して捉 えられる傾向があ り、また、概念 として
使われる場合 もあれば、固有名詞の一部 として使 われる場合 もある。以降本稿においては、固有名詞
の一部 として使われるなど特別の場合をのぞ き、「冒険遊び場」 とい う言葉 を用いたい と思 う。
(3)A会が第2土 曜日とその次の 日曜 日に開催 している 「冒険遊 び場」の本稿中の仮称。A会 が開催する
「冒険遊 び場」は、金曜 日に開催 されるもの もあるが、2003年11月現在では開催が不定期 になってい
る ことから、本稿中では特に土 日に開催 しているものを中心に取 りあげてい く。
(4)A会の連絡網に記載 されている人数。A会 には明確な会員規約のようなものはな く、入会や退会とい
ったはっ きりとした線引 きはない。そのため、便宜的に打 ち合わせなどの連絡をまわす範囲 を集団の
規模 として採用 した。
㈲A会 の定例会(毎 月行われる会議)で の資料から。ただし受付 を設置するなどして参加者を確認 して
いるわけではないため、この数字は当日の印象や食材の減 り具合などか ら推測 した概数であ り、定例
会の際に出席者それぞれの印象を付 き合わせて決定 される。
(61かつてはわか りゃすいように.「代表」 という肩書 きを使 っていたが、現在ではこの呼び名は廃 し、代
わ りに 「連絡先」 とい ういい方 をしている。ただし、なんらかの手続 きの都合上、対外的に必要があ
る場合には、「代表」 といういい方 をする場合 もある。
(7)実際 にはその他 にも、毎月発行するチラシを編集する人々も一定決まってい るが、役割分担 はその時
の状況で流動的である。
(8)活動 を開始するにあたって市役所の関係課 に提出 した団体名簿に記載 されていたメンバーの人数。た
だ し実際 には、それ以前の地域の子育て活動が縁で知 り合いになった人など、活動を支援す る協力者
がそれ以外に存在 していた。
(g>プレーリーダーとは、子 どもの自申な遊 びを可能 にするために 「冒険遊び場」 に配置されている大人
である。 プレーリーダーは有償のスタッフとして配置 されている場合 もあるが、無償のボランティァ
によって担われている場合もある。
(1①現在M市 において公園を管理 している課の名称は 「公園課」ではないが、本稿では公園の管理を担当
する課の一般名称 として 「公園課」 を用 いる。
⑳ 倉庫設置 の経緯 に関 しては、メンバ ーへ のインタビューに加え、2002年度のA会 の総会 において配 ら
れた、経緯をまとめた資料 を参考 としている。
圃2002年度A会 総会資料 より抜粋。
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個2003年12月現在、K公 園における金曜 日の定期的な遊び場開催は行 っていない。これは、近 くの幼稚
園や小学校の終わる時間が変更になったこと、近 くの別の公園が整備.された こと.、などに より、.参加
者が少 なくなったためである。
㈹ 「世田谷 ボランティア協会」、は、.他にも 「世田谷 プレーパーク」「駒沢は らっぱプレーパーク」 とい
った、世田谷区の他のプレーパークの会 も運営 している。(大村2000)
㈲M市 において15年ほ ど前に子 ども文庫活動 を始めた方が、K公 園お よびC公 民館の近所に居住 し、現
在 まで子 ども文庫活動 を初め とする地域の子育てに関 わる活動 に精力的に関わっている。発足 当時か
.らのA会 のメンバーの多 くもそ うした活動 と接点 を持 ち、活動 のかたちよりもや りたいという気持ち
を大切にするという文化の形成にはその方の存在 も大 きな影響があると思われる。
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Inthispaper,theauthorfbcusesonagroupworkingtocreateanadventureplaygroundintheirdistdct。
Thegroupismadeupofvoluntaryindividualsうanditsactivityisconnectedwithbuildingacommunity.
Thisgroupischaracterizedbyitsloosestnlcture,whichseemstobringinsecuritytothegroupatfirst
sight.Butbecauseofitsmembers'independentattitudeandregardfbrothermembers,itsloosestrロcturehelpsthe
membersorganizetheiractivity.Andalso,frequentanddeepdialogueamongthememberslsano重hercharacterlstic
ofthegroup,whichisvitallyintelTelatedwithothercharacteristics.
Incontinuingtheiractivity,thememberswereconcemedwiththeneighborhood,andbecameawareofthe
importanceoftheircommunity.Tkeyseemtohaverealizedthesignificanceofrelatingtheiractivitytotheir
community.Asaresult,thegrouphasdevelopedanorientationtobuildingcommunityaswellascreatingaplqyful
environmentbyrecognizingtheimportanceof"trust".
